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（3） 　岡山県赤磐市議会だより　第62号 岡山県赤磐市議会だより　第62号 　（2）

臨時会のあらまし

議案審議

４
月
臨
時
会
を
４
月
21
日
、
１
日
の
会
期
で
開

催
し
た
。

承
認
案
件
５
件
を
承
認
、
議
員
発
議
１
件
を
可

決
し
た
。

ま
た
、
人
事
案
件
２
件
を
同
意
し
た
。

４月臨時会の
あらまし

人
事
案
件

人
事
案
件

人
事
案
件

教
育
長

土
井
原
　
康
文
（
62
歳
）

 

（
立
川
）

【
任
期
】

　
令
和
２
年
４
月
26
日
～

　
令
和
５
年
４
月
25
日

【
固
定
資
産
評
価
員
】

光
田
　
尚
人
（
55
歳
）

 

（
上
仁
保
）

次
の
と
お
り
同
意
と
し
た
。

発　

議

発　

議

発
議
第
６
号　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
決
議
案�

【
可
決
】

【
要
旨
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
速
な
勢

い
で
拡
散
し
国
際
的
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る

中
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
全
国
的
に
感
染
が

蔓
延
し
国
民
の
暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
医

療
、
経
済
、
教
育
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
市
民
の
間
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

市
民
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
、
感
染
拡
大
の
防
止
対
策
、
市
民
生
活
の
安

全
・
安
心
の
確
保
、
経
済
的
影
響
の
緩
和
に
迅

速
か
つ
全
力
で
取
り
組
む
よ
う
強
く
求
め
る
と

同
時
に
、
外
出
自
粛
要
請
な
ど
に
伴
い
経
済
的

に
困
窮
す
る
各
種
事
業
者
に
対
し
て
も
適
切
な

対
応
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

令和２年４月第２回赤磐市議会臨時会審議結果

議案番号 案                件 議決結果
永
徳
省
二

大
森
進
次

佐
藤　
武

佐
々
木
雄
司

光
成
良
充

保
田　
守

大
口
浩
志

治
徳
義
明

原
田
素
代

行
本
恭
庸

松
田　
勲

北
川
勝
義

福
木
京
子

佐
藤
武
文

岡
崎
達
義

下
山
哲
司

実
盛
祥
五

金
谷
文
則

承 認 第 ３ 号 専決処分の承認を求めることについて
　赤磐市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

席 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ―

○＝賛成　●＝不賛成
※金谷文則議長は地方自治法第116条第２項の規定により議決に加わることができません。

議案番号 案                件 議決結果

同 意 第 ８ 号 赤磐市固定資産評価員の選任に関し同意
を求めることについて 同意

同 意 第 ９ 号 赤磐市教育委員会教育長の任命に関し同
意を求めることについて 同意

承 認 第 １ 号
専決処分の承認を求めることについて
　赤磐市固定資産評価審査委員会条例の
一部を改正する条例

承認

承 認 第 ２ 号 専決処分の承認を求めることについて
　赤磐市税条例等の一部を改正する条例 承認

※下記に記載する議案については、全会一致で可決しています。
議案番号 案                件 議決結果

承 認 第 ４ 号
専決処分の承認を求めることについて
　赤磐市介護保険条例の一部を改正する
条例

承認

承 認 第 ５ 号
専決処分の承認を求めることについて
　赤磐市地方活力向上地域に係る固定資
産税の特例に関する条例の一部を改正す
る条例

承認

発 議 第 ６ 号 新型コロナウイルス感染症対策に関する
決議案 可決

【
賛
成
討
論
】

・ 

子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
家

庭
環
境
の
格
差
と
か
、
親
の
仕
事
に
よ
り
、

１
人
で
家
庭
で
過
ご
さ
ざ
る
を
得
な
い
子
ど

も
た
ち
も
い
て
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
に
も
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち

の
学
習
権
を
守
る
と
と
も
に
学
校
給
食
と
同

様
の
栄
養
の
配
慮
さ
れ
た
食
事
が
と
れ
る
よ

う
に
、
教
育
委
員
会
に
も
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
か
ら
賛
成
す
る
。

・ 
小
中
高
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭

に
は
休
業
補
償
と
し
て
８
３
３
０
円
の
支
援

が
あ
り
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
個
人
事
業
主
に
は

４
１
０
０
円
の
休
業
支
援
が
あ
る
。
幼
稚
園

児
の
い
る
家
庭
に
も
、
小
中
高
と
同
じ
措
置

を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
の
と
、
市
長
会
な
ど

に
も
課
題
提
案
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

賛
成
す
る
。



（3） 　岡山県赤磐市議会だより　第62号 岡山県赤磐市議会だより　第62号 　（2）

臨時会のあらまし

議案審議

５
月
臨
時
会
を
５
月
８
日
、
１

日
の
会
期
で
開
催
し
た
。

承
認
案
件
１
件
を
承
認
、
議
案

１
件
を
可
決
し
た
。

５月臨時会の
あらまし

令和２年５月第３回赤磐市議会臨時会審議結果

議案番号 案                件 議決結果
永
徳
省
二

大
森
進
次

佐
藤　
武

佐
々
木
雄
司

光
成
良
充

保
田　
守

大
口
浩
志

治
徳
義
明

原
田
素
代

行
本
恭
庸

松
田　
勲

北
川
勝
義

福
木
京
子

佐
藤
武
文

岡
崎
達
義

下
山
哲
司

実
盛
祥
五

金
谷
文
則

承 認 第 ６ 号 専決処分の承認を求めることについて
　赤磐市税条例の一部を改正する条例 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○＝賛成　●＝不賛成
※金谷文則議長は地方自治法第116条第２項の規定により議決に加わることができません。

議案番号 案                件 議決結果
議 第 ３ ２ 号 令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第１号） 可決

※下記に記載する議案については、全会一致で可決しています。

主な内容（歳出）
・特別定額給付金（44億1000万円）
・子育て世帯臨時特別給付金（6100万円）
・がんばろう赤磐コロナ対策持続化支援金（２億4300万円）
・給食費負担金（2039万7000円）

補正予算（一般会計）49億390万1000円を可決

　
衛
生
費
の
乳
児
健
診
を
集
団
健

診
か
ら
個
別
健
診
に
変
更
す
る
経
費

と
い
う
こ
と
で
計
上
し
て
い
る
が
、

個
別
健
診
は
い
つ
か
ら
始
め
る
の

か
、
そ
の
め
ど
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
集
団
健
診
は
リ
ス
ク
が
高
い
と

い
う
こ
と
で
中
止
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
そ
う
い
う
場
合
に
リ
ス
ク
を

避
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
個
別
健
診

の
受
診
券
が
配
布
で
き
る
よ
う
先
生

と
契
約
を
進
め
て
い
く
が
、
今
後
の

状
況
に
よ
る
。

　
商
工
振
興
費
の
中
の
が
ん
ば
ろ

う
赤
磐
コ
ロ
ナ
対
策
持
続
化
支
援
金

２
億
４
３
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
は
こ
の
個
人
事
業

主
の
中
に
含
ま
れ
る
の
か
。

　
税
務
署
へ
個
人
事
業
の
開
業
届

を
出
し
て
い
る
人
が
個
人
事
業
主
と

い
う
よ
う
に
今
の
と
こ
ろ
解
釈
し
て

い
る
。 本

会
議
で
の
主
な
質
疑

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
や
吉
井
Ｂ

＆
Ｇ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
も

休
業
補
償
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
指
定
管
理
で
年
間
の
予
算
は
渡

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
や
っ
て
も
ら

え
ば
、
休
業
し
よ
う
が
し
ま
い
が
関

係
な
い
と
思
う
が
、
あ
え
て
休
業
補

償
を
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。

　
指
定
管
理
料
や
収
益
で
施
設
運

営
を
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク
拡
大
防
止
の
た

め
に
、
市
の
要
請
に
よ
り
休
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
市
と
し
て
も
一

定
の
責
任
が
あ
る
と
考
え
補
償
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
是
里
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
休
業
補
償

と
い
う
こ
と
で
、
４
０
０
万
円
計
上

し
て
い
る
が
、
是
里
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

休
業
し
て
何
を
補
償
す
る
こ
と
が
あ

る
の
か
。
ど
う
い
う
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

　
国
の
緊
急
事
態
宣
言
や
県
知
事

の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
、
市
が
設
置
し

た
施
設
の
う
ち
、
県
外
か
ら
不
特
定

多
数
の
誘
客
を
行
っ
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
、
感
染
防
止
と
い
う
観
点
か

ら
、
是
里
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
休
止
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
㈱
是
里
ワ
イ
ン
醸

造
場
は
指
定
管
理
者
だ
が
、
事
業
に

大
き
な
影
響
が
出
た
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
補
償
と
し
て
４
０
０
万
円

計
上
し
た
。

　

空
気
清
浄
機
は
幼
稚
園
を
含

め
、
全
教
室
に
つ
く
予
定
な
の
か
。

ま
た
、い
つ
ご
ろ
設
置
予
定
な
の
か
。

　

空
気
清
浄
機
の
使
い
方
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
空
気
清
浄
機
を
地
元
で
購
入
で
き

な
い
の
か
。

　
小
学
校
、中
学
校
の
普
通
教
室
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
職
員

室
を
予
定
し
て
い
る
。

　
予
算
可
決
後
に
調
達
に
向
け
て
の

手
続
を
速
や
か
に
取
る
が
具
体
的
な

納
入
時
期
に
つ
い
て
は
言
え
な
い
。

　
市
内
事
業
者
に
関
し
て
は
、
リ
ー

ス
契
約
と
い
う
こ
と
で
予
算
計
上
し

て
い
る
の
で
、
事
務
手
続
き
の
中
で

事
業
者
を
決
定
す
る
。

　
就
学
援
助
の
こ
と
だ
が
、
親
の

収
入
が
激
減
し
、
な
か
な
か
大
変
な

状
況
の
中
で
、
途
中
で
も
申
請
が
で

き
る
こ
と
を
全
保
護
者
に
周
知
徹
底

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

し
っ
か
り
周
知
を
行
い
な
が

ら
、
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う

な
手
続
を
と
っ
て
い
く
。



（5） 　岡山県赤磐市議会だより　第62号 岡山県赤磐市議会だより　第62号 　（4）

６月定例会のあらまし

議案審議

６
月
定
例
会
を
６
月
１
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
26
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。

議
案
９
件
を
可
決
、
請
願
２
件
を
採
択
と
し
、
議
員
発
議
の
決
議
案
２
件
を
可
決
、
委
員

会
発
議
の
意
見
書
２
件
を
可
決
と
し
た
。

６月定例会の
あらまし

　
応
札
企
業
数
は
。

　
９
者
で
あ
る
。

　
落
札
金
額
は
。

　
２
億
５
０
８
２
万
７
５

０
０
円
で
あ
る
。

主な内容（歳出）
一般会計（14億2234万円）
・庁舎等整備事業（１億2259万円）
・子育て世帯臨時特別給付金（１億4000万円）
・コロナ対策水道事業会計繰出金（３億3500万円）

国民健康保険特別会計（36万円）
・傷病手当金（36万円）

ふれあい公園総合体育館防災拠点整備工事請負契約を可決

補正予算（一般会計・特別会計・水道事業会計）14億2271万円を可決

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
に
応
募
し

た
町
内
会
の
数
は
。

　
10
地
区
か
ら
応
募
が
あ
り
、
津
崎
と
山
陽
５
丁
目
の
２
地
区
が
選

定
さ
れ
た
。

　
選
定
基
準
・
選
定
理
由
は
何
か
。

　
選
定
基
準
、選
定
数
、選
定
理
由
に
つ
い
て
は
、自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
市
で
は
そ
の
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
こ
の
助
成
金
で
２
地
区
は
何
を
購
入
す
る
の
か
。

　
会
議
用
の
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
物
品
で
あ
る
。

　
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
予
算
額
の
説
明
を
。

　
建
設
関
係
助
言
者
の
謝
礼
５
万
円
、
法
令
関
係
諸
届
け
の
手
数
料

10
万
円
、
設
計
・
施
工
監
理
料
５
１
８
２
万
２
０
０
０
円
、
施
設
維
持

管
理
工
事
費
・
旧
消
防
署
本
部
庁
舎
改
修
工
事
・
支
所
移
転
等
改
修
工

事
費
７
０
６
３
万
１
０
０
０
円
で
あ
る
。

　
こ
の
予
算
は
耐
震
増
改
築
を
進
め
る
た
め
の
限
定
さ
れ
た
も
の
か
。

　
現
在
計
画
し
て
い
る
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
の
予
算
で
あ
る
。

　
庁
舎
新
築
や
移
転
な
ど
を
検
討
す
る
予
算
と
し
て
も
使
用
で
き
る

の
か
。

本
会
議
で
の

主
な
質
疑

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

ふれあい公園

どんな工事をするの？
　災害時の防災拠点としての機能を拡充するため、ふれあい
公園総合体育館に再生可能エネルギー設備等を導入します。
　具体的には、太陽電池モジュールの設置、蓄電池システム
の設置、自立型ガスヒートポンプエアコンの設置、ＬＥＤ照
明の設置、非常用コンセントの設置や天井の改修工事等です。
　これにより、災害時にもエネルギー供給等が可能になり、
避難者の受け入れがスムーズに行えるようになります。
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あ
く
ま
で
耐
震
改
修
を
目
指
し
て
い
る
が
、「
で
き
る
の
か
」
と

聞
か
れ
れ
ば
で
き
る
。

　
本
庁
舎
の
問
題
は
議
会
の
議
論
を
待
っ
て
や
る
と
答
え
を
も
ら
っ

た
が
、
ま
だ
議
論
に
至
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
こ
こ
で
予
算
を
計
上
し
た

の
か
。

　
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
所
管
の
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
協
議

し
て
お
り
、
適
宜
議
員
全
員
に
そ
の
内
容
を
報
告
し
て
い
る
。

　
就
農
等
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
市
場
意
向
調
査
業
務
委
託
料
９
７

９
万
円
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
委
託
内
容
の
説
明
を
。

　
３
月
に
策
定
し
た
「
赤
磐
市
農
業
振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

就
農
等
支
援
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
近

代
的
施
設
園
芸
等
、
必
要
な
施
設
・
設
備
の
内
容
や
規
模
の
整
理
、
そ

の
整
備
手
法
や
運
営
方
法
を
検
討
し
整
理
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
整
備

手
法
や
運
営
方
法
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
民
間
事
業
者
の
技
術
、
資

金
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
市
場
調
査
を
実
施
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
委
託
先
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
３
億
３
５
０
０
万
円
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
上
水
道
料
金
を
無
料
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

企
業
会
計
と
し
て
の
上
水
道
料
に
対
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
こ
と
の
法
的
な
根
拠
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
原
則
は
独
立
採
算
だ
が
、
例
外
と
し
て
災
害
時
な
ど
の
際
に
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。

　
各
自
治
体
が
色
々
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、
赤
磐
市
は

な
ぜ
上
水
道
料
金
を
免
除
す
る
こ
と
に
し
た
の
か
。

　
市
民
の
生
活
と
経
済
活
動
を
支
援
す
る
施
策
と
し
て
行
う
も
の
で

あ
り
、
市
民
に
公
平
に
恩
恵
を
受
け
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

　
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
に
導
入
さ
れ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う

い
う
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
文
書
作
成
・
表
計
算
・
協
働
学
習
・
学
習
共
有
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
必
要
な
も
の
を
予
定
し
て
い
る
。

討
　
論

議
第
38
号　

�

令
和
２
年
度
赤
磐
市
一
般
会
計
補
正

予
算

【
反
対
討
論
】

▽
議
案
の
中
で
も
水
道
料
金
の
全
額
免
除
、
小
中
学
生
の

児
童・生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
配
布
は
大
賛
成
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
化
整
備
事
業
に
つ
い

て
反
対
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
南
海
ト
ラ
フ
の
大
地
震
や

大
雨
時
に
現
庁
舎
の
場
所
は
、
砂
川
流
域
の
砂
上
に
あ

り
、
液
状
化
現
象
や
洪
水
で
使
い
物
に
な
ら
ず
、
防
災
拠

点
指
令
所
と
し
て
全
く
機
能
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
災
害

時
に
使
え
も
し
な
い
耐
震
化
に
何
億
円
も
か
け
る
こ
と
は

無
駄
。
議
員
の
一
番
の
責
務
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

▽
50
年
経
過
し
、
老
朽
化
し
た
施
設
を
耐
震
し
て
も
30
年

後
に
は
80
年
経
過
し
た
施
設
し
か
残
ら
な
い
。
今
、
有
利

な
の
は
、
合
併
特
例
債
が
あ
る
か
ら
で
、
30
年
後
に
合
併

特
例
債
は
な
い
。
新
築
の
た
め
の
予
算
を
後
世
の
人
た
ち

に
負
担
さ
せ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
改
修
工
事
で

済
ま
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
議
員
と
し
て
の
矜
持
に
反

す
る
と
思
い
反
対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】

▽
コ
ロ
ナ
対
策
の
予
算
は
、
最
優
先
で
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
予
算
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
道
料
金
の

４
カ
月
免
除
や
子
育
て
世
帯
へ
の
２
万
円
上
乗
せ
予
算
、

商
工
振
興
対
策
事
業
な
ど
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。
今
回
争

点
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
庁
舎
等
整
備
事
業
の
約
１
億
２

２
０
０
万
円
の
予
算
に
つ
い
て
だ
。
今
回
本
庁
舎
、
中
央

公
民
館
、
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
計
、
旧
消
防
本
部
、

山
陽
産
業
会
館
、
赤
坂
支
所
、
熊
山
支
所
の
設
計
と
改
修

の
予
算
で
、
一
体
に
整
備
、
修
繕
し
て
い
く
方
向
で
い
い

と
思
う
。
よ
っ
て
こ
の
予
算
に
賛
成
す
る
。

▽
こ
の
補
正
予
算
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
た
人
々
の
生
活
や
民
間
企
業
の
経
営
を
支
援
す
る

各
種
事
業
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
、

新
し
い
生
活
様
式
が
必
要
な
現
在
に
お
い
て
重
要
な
補
正

予
算
案
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
小
中
学
校
で
使
用
す

る
学
習
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
購
入
と
関
係
す
る
設
備
工

事
予
算
や
、
も
し
も
の
と
き
に
命
を
守
る
防
災
対
策
事
業

も
あ
り
、
小
さ
い
子
ど
も
を
抱
え
る
家
庭
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
層
の
市
民
に
恩
恵
を
与
え
ら
れ
る
政
策
効
果
の

高
い
事
業
並
び
に
予
算
の
数
々
で
本
補
正
予
算
が
構
成
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
補
正
予
算
の
う
ち
に
は
、
市

役
所
庁
舎
等
整
備
事
業
な
ど
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
議
論

が
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
や
む

な
く
賛
成
す
る
。
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請

願
発　

議

発　

議

請
願
第
２
号　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
請
願

書�

【
採
択
】

請
願
第
３
号　
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
・

批
准
を
求
め
る
」
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願�

【
採
択
】

発
議
第
10
号　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書�

【
可
決
】

【
要
旨
】

１
、
社
会
保
障
、
感
染
症
対
策
、
防
災
、
環
境
対
策
、
地
域

交
通
対
策
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体

の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
見
合
う
地
方
一
般

財
源
総
額
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

２
、
と
り
わ
け
、
子
育
て
、
地
域
医
療
の
確
保
、
介
護
や
児

童
虐
待
防
止
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
な
ど
、
急
増
す
る
社

会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会

保
障
予
算
の
確
保
お
よ
び
地
方
財
政
措
置
を
的
確
に
行
う
こ

と
。

３
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
新
た
に
政
府
が

予
算
化
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
や
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

包
括
支
援
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
度
の
補
正

発
議
第
11
号　

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加
・

調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書�

【
可
決
】

【
要
旨
】

　

ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
に
安
全
保
障
を
委
ね
て
い
る
日

本
政
府
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向
け
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
態
度
を
た
だ
ち
に
改
め
、
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器

全
面
禁
止
の
た
め
に
真
剣
に
努
力
す
る
証
と
し
て
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
参
加
、
調
印
、
批
准
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣

発
議
第
８
号　
総
務
文
教
常
任
委
員
長
不
信
任
決
議

�

【
可
決
】

【
要
旨
】

　

昨
年
12
月
18
日
に
市
議
会
は
、
公
金
支
出
及
び
公
文
書
改

ざ
ん
等
を
調
査
す
る
特
別
委
員
会
（
１
０
０
条
委
員
会
）
の

設
置
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
現
在
も
調
査
中
で
あ
る
。 

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
北
川
議
員
の
関
与
が
新
聞
・
テ
レ
ビ

等
で
報
道
さ
れ
て
お
り
、
背
任
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
教
育
委
員

会
の
元
教
育
次
長
は
、
北
川
議
員
に
つ
い
て
「（
臨
時
職
員
雇

用
の
）
必
要
性
は
低
い
と
思
っ
た
が
、
断
る
と
別
の
事
業
に

支
障
が
出
る
と
思
っ
た
。
以
前
か
ら
威
圧
的
な
発
言
が
あ
り
、

予
算
に
と
ど
ま
ら
ず
、
感
染
状
況
や
自
治
体
に
お
け
る
財
政

需
要
を
把
握
し
つ
つ
、
２
０
２
１
年
度
予
算
に
お
い
て
も
、

国
の
責
任
に
お
い
て
十
分
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

４
、
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機
能
・
財
政
調
整
機
能
の
強

化
を
は
か
り
、市
町
村
合
併
の
算
定
特
例
の
終
了
へ
の
対
応
、

小
規
模
自
治
体
に
配
慮
し
た
段
階
補
正
の
強
化
な
ど
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務

大
臣
、
外
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
府
特
命
大
臣
（
地

方
創
生
規
制
改
革
）、
内
閣
府
特
命
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）

恐
怖
心
か
ら
断
り
切
れ
な
か
っ
た
」
な
ど
と
泣
き
な
が
ら
説

明
し
て
い
る
こ
と
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

　

こ
の
よ
う
な
議
員
が
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
委
員
長
と

し
て
采
配
を
振
る
っ
て
い
る
と
い
う
事
態
に
、
多
く
の
市
民

は
怒
り
と
議
会
へ
の
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。 

　

よ
っ
て
北
川
議
員
の
総
務
文
教
委
員
会
委
員
長
の
不
信
任

を
決
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

発
議
第
９
号　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て�

【
可
決
】

【
要
旨
】

特
別
委
員
会
設
置
の
目
的

①
市
役
所
本
庁
舎
清
掃
業
務
受
託
者
の
（
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
所
）
職
員
及
び
利
用
者
に
対
す
る
行
本
議
員
の
発
言

内
容
調
査
及
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
調
査

②
議
会
基
本
条
例
第
21
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
議
会
及
び
議

員
の
責
務
に
つ
い
て
の
本
件
調
査

【
反
対
討
論
】

▽
い
ろ
ん
な
特
別
委
員
会
が
山
ほ
ど
で
き
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
議
長
か
ら
議
会
改
革
検
討
委
員
会
へ
諮
問
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
問
題
が
な
か
っ
た
か
検
証
す
る
こ
と
を
考
え
る
の
で

あ
れ
ば
、
北
川
議
員
が
入
っ
て
当
然
の
こ
と
だ
と
思
う
。
こ

れ
だ
け
の
た
め
に
特
別
委
員
会
を
設
け
、
北
川
議
員
を
入
れ

な
い
、
そ
う
い
う
提
案
に
つ
い
て
は
納
得
で
き
な
い
た
め
反

対
す
る
。

▽
障
害
を
お
持
ち
の
人
々
に
対
し
て
あ
る
べ
き
姿
勢
で
は
な

い
と
憤
り
も
強
く
感
じ
る
。
し
か
し
、
議
会
の
力
と
い
う
も

の
が
一
人
の
個
人
の
責
任
に
対
し
て
圧
力
を
か
け
て
い
く
こ

と
に
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
。
議
会
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は

な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
が
至
ら
な
い

の
で
反
対
す
る
。
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６月定例会のあらまし

８
月
27
日
（
木
）
議
案
上
程

８
月
28
日
（
金
）
議
案
上
程

８
月
31
日
（
月
）
一
般
質
問

９
月
１
日
（
火
）
一
般
質
問

９
月
２
日
（
水
）
一
般
質
問

９
月
４
日
（
金
）�

質
疑
・
委
員
会
付
託

９
月
８
日
（
火
）
決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
９
日
（
水
）
決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
11
日
（
金
）�

総
務
文
教
常
任
委
員
会
・
予
算
審
査

特
別
委
員
会
総
務
文
教
分
科
会

９
月
14
日
（
月
）�

厚
生
常
任
委
員
会
・
予
算
審
査
特
別

委
員
会
厚
生
分
科
会

９
月
15
日
（
火
）�

産
業
建
設
常
任
委
員
会
・
予
算
審
査

特
別
委
員
会
産
業
建
設
分
科
会

９
月
23
日
（
水
）
予
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
29
日
（
火
）�

最
終
日
（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討

論
・
採
決
）

※�

こ
の
日
程
は
予
定
で
す
。
日
程
は
、
８
月
20
日
開
催

の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

９
月
議
会
の

お
知
ら
せ

令和２年６月第４回赤磐市議会定例会審議結果

議案番号 案                件 議決結果
永
徳
省
二

大
森
進
次

佐
藤　
武

佐
々
木
雄
司

光
成
良
充

保
田　
守

大
口
浩
志

治
徳
義
明

原
田
素
代

行
本
恭
庸

松
田　
勲

北
川
勝
義

福
木
京
子

佐
藤
武
文

岡
崎
達
義

下
山
哲
司

実
盛
祥
五

金
谷
文
則

議 第 ３ ８ 号 令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第２号） 可決 ● ○ ○ ○ ○ ● 退
席 ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ―

議 第 ４ ０ 号 令和２年度赤磐市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退
席 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ―

請 願 第 ２ 号 地方財政の充実・強化を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

請 願 第 ３ 号 「日本政府に核兵器禁止条約の調印・批准を求
める」意見書採択を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発 議 第 ８ 号 総務文教常任委員長不信任決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除
斥 ○ ○ ○ ○ ○ ―

発 議 第 ９ 号 ハラスメント調査特別委員会の設置について 可決 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● 除
斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議第１０号 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議第１１号 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を
求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○＝賛成　●＝不賛成
※金谷文則議長は地方自治法第116条第２項の規定により議決に加わることができません。
※発議第８号について、北川勝義議員は地方自治法117条の規定により除斥となります。
※発議第９号について、行本恭庸議員は地方自治法117条の規定により除斥となります。

議案番号 案                件 議決結果

議 第 ３ ３ 号 財産の取得について 可決

議 第 ３ ４ 号 令和２年度山陽ふれあい公園総合体育館防
災拠点整備工事請負契約の締結について 可決

議 第 ３ ５ 号 赤磐市国民健康保険条例の一部を改正する
条例 可決

議 第 ３ ６ 号 赤磐市後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例 可決

※下記に記載する議案については、全会一致で可決しています。

議案番号 案                件 議決結果

議 第 ３ ７ 号
岡山県市町村総合事務組合の共同処理する事
務の変更及び組合を組織する地方公共団体数
の減少並びに組合規約の変更について

可決

議 第 ３ ９ 号 令和２年度赤磐市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号） 可決

議 第 ４ １ 号 令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第３号） 可決

発議第１２号 委員会の閉会中の継続調査及び審査について 可決



（9） 　岡山県赤磐市議会だより　第62号 岡山県赤磐市議会だより　第62号 　（8）

委員会のうごき

予算審査
特別委員会

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
第
38
号
令
和
２
年
度
赤

磐
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
議
第
41
号
令

和
２
年
度
赤
磐
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は

各
分
科
会
に
分
担
し
て
審
査
し
、
総
務
文
教
分
科
会
、

厚
生
分
科
会
及
び
産
業
建
設
分
科
会
の
各
分
科
会
の
委

員
長
か
ら
報
告
を
受
け
た
の
ち
、
報
告
に
対
し
て
の
質

疑
を
行
っ
た
。

　
質
疑
終
了
後
、
議
第
38
号
令
和
２
年
度
赤
磐
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
対
す
る
修
正
動
議
が
提

出
さ
れ
た
。
質
疑
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
た
。

　　
各
分
科
会
の
審
査
内
容
の
主
な
も
の
は
下
記
の
「
総

務
文
教
分
科
会
」「
厚
生
分
科
会
」「
産
業
建
設
分
科
会
」

に
記
載
の
通
り
で
あ
る
。

総
務
文
教
分
科
会

（
６
月
16
日
、
26
日
）

令
和
２
年
６
月
23
日
、
26
日
に
議
長
を
除
く
17
人

の
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
議
案
２
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
耐
震
改
修
で
決
定
と
考

え
て
よ
い
か
。

　
新
築
の
場
合
、
合
併
特

例
債
枠
が
不
足
し
、
市
費
の

投
入
と
な
る
。
長
期
ロ
ー
ン

を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
子

ど
も
の
医
療
費
、35
人
学
級
、

子
供
相
談
窓
口
等
の
施
策
を

犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
震
度
６
弱
で
液
状
化
が

起
こ
る
現
在
の
庁
舎
は
、
災

害
拠
点
と
し
て
機
能
し
な

い
。
我
々
の
責
任
で
新
築
し

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
液
状
化
が
起
こ
る
か
ら

移
転
し
、
新
築
に
60
億
円
を

使
い
、
市
費
を
数
十
億
円
支

出
す
る
こ
と
は
市
民
理
解
が

得
ら
れ
な
い
し
、
負
の
遺
産

と
し
て
影
響
は
大
き
い
。

　
耐
震
化
の
費
用
が
20
億

円
か
ら
増
加
す
る
の
で
は
な

い
か
。

　
20
億
円
が
18
億
円
、
15

億
円
で
済
む
よ
う
、
覚
悟
を

も
っ
て
臨
み
た
い
。

　
小
中
学
校
児
童
・
生
徒

へ
の
１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
整

備
は
年
度
内
に
完
了
す
る
の

か
。

　
全
国
的
な
取
り
組
み
の

中
で
、
パ
ソ
コ
ン
調
達
が
難

し
い
場
合
が
あ
れ
ば
国
も
繰

り
越
し
を
考
え
て
い
る
。

６
月
26
日

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

６
月
16
日

　
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
に
つ

い
て
、
①
販
売
方
法
は
②
原

価
１
万
６
０
０
０
円
に
対
し

て
、
自
己
負
担
２
０
０
０
円

で
購
入
で
き
る
な
ら
転
売
が

懸
念
さ
れ
る
。
市
章
や
あ
か

い
わ
モ
モ
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス

ト
を
入
れ
る
考
え
は
③
希
望

が
多
か
っ
た
場
合
、
台
数
を

増
や
す
考
え
は
。

　
①
市
民
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
販
売
す
る
②
転
売
し

な
い
こ
と
を
条
件
に
購
入
を

許
可
し
、市
章
は
入
れ
た
い
。

イ
ラ
ス
ト
は
検
討
す
る
。

③
２
０
０
台
が
完
売
す
れ
ば

改
め
て
予
算
計
上
を
検
討
す
る
。

緊急告知ラジオ（イメージ）

　
学
校
臨
時
休
業
対
策
費

補
助
金
８
３
４
万
４
０
０
０

円
に
つ
い
て
、
対
象
事
業
者

は
ど
こ
か
。

　

山
陽
地
域
、
赤
坂
地

域
は
有
限
会
社
皿
井
タ
ク

シ
ー
、
熊
山
地
域
は
熊
山
タ

ク
シ
ー
、
吉
井
地
域
は
オ
ク

デ
ヤ
運
送
株
式
会
社
で
あ
る
。
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委員会のうごき
厚
生
分
科
会

（
６
月
17
日
、
26
日
）

６
月
17
日

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
障
害
児
施
設
支
援
給
付

費
に
つ
い
て
、
給
付
す
る
事

業
所
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

　
市
内
で
は
６
事
業
所
だ

が
、
市
外
の
利
用
も
あ
り
、

全
部
で
16
事
業
所
で
あ
る
。

　
支
援
は
利
用
者
個
人
に

対
し
て
な
の
か
、
事
業
所
に

対
し
て
な
の
か
。

　
事
業
所
に
対
し
て
の
も

の
で
あ
る
。

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

６
月
26
日

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
に
つ
い
て
、
情
報

提
供
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

　
７
月
下
旬
ま
で
に
発
送

す
る
児
童
扶
養
手
当
の
現
況

届
に
合
わ
せ
て
案
内
を
す
る
。

　
広
報
あ
か
い
わ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
す
る
。

　
保
育
園
等
コ
ロ
ナ
対
策

環
境
改
善
事
業
に
つ
い
て
、

申
請
が
必
要
な
の
か
。

　
要
綱
を
作
成
し
申
請
書

を
出
し
て
も
ら
い
、
実
績
報

告
に
よ
り
支
払
い
を
す
る
。

産
業
建
設
分
科
会

（
６
月
15
日
）

　
農
業
振
興
費
の
市
場
意

向
調
査
業
務
委
託
料
９
７
９

万
円
に
つ
い
て
、
委
員
会
に

対
し
て
十
分
な
説
明
責
任
が

果
た
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る

の
か
。

　
こ
の
予
算
の
中
身
は
、

就
農
等
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事

業
構
想
、
事
業
計
画
の
整
理

が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
後
、

計
画
、
構
想
を
策
定
し
て
い

く
中
で
当
委
員
会
の
意
見
を

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
執

行
部
の
考
え
も
順
次
報
告
し

て
い
き
た
い
。

　
市
場
意
向
調
査
業
務
委

託
料
に
つ
い
て
、
本
会
議
で

役
割
を
明
確
に
す
る
、
民
間

企
業
を
取
り
入
れ
る
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た
が
、
も
う
少

し
詳
細
説
明
を
。

　
今
後
、
市
の
農
業
施
策

の
中
で
果
た
し
て
い
く
役
割

と
し
て
就
農
等
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ど
う
位
置
付
け
る

か
、
ま
た
そ
の
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
事
業
が
必
要
か
を

整
理
す
る
た
め
の
予
算
で
あ

る
。そ
の
中
で
今
後
資
金
面
、

技
術
面
、
人
材
面
を
含
め
て

民
間
の
力
が
借
り
ら
れ
る
と

こ
ろ
、
借
り
た
方
が
い
い
と

こ
ろ
が
出
て
く
れ
ば
、
そ
う

い
う
こ
と
も
検
討
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
水
道
事
業

会
計
繰
出
金
３
憶
３
５
０
０

万
円
の
内
訳
の
説
明
を
。

　
内
訳
と
し
て
は
、

７
月
分
約
８
３
３
０
万
円
、

８
月
分
約
８
２
０
０
万
円
、

９
月
分
約
８
５
０
０
万
円
、

10
月
分
約
８
３
５
０
万
円
で

あ
り
、
昨
年
度
の
水
道
使
用

量
の
実
績
に
基
づ
き
算
出
し

た
。

　
家
庭
用
と
企
業
・
事
業

所
の
内
訳
の
説
明
を
。

　
令
和
２
年
４
月
の
実
績

で
は
、
家
庭
用
が
１
カ
月
あ

た
り
約
５
６
５
０
万
円
、
そ

の
他
企
業
・
事
業
所
を
含
め

た
も
の
が
１
カ
月
あ
た
り
約

２
１
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
先
に
行
わ
れ
た
特
別
会

計
予
算
説
明
で
は
、
企
業
・

事
業
所
は
約
１
割
と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
金
額

で
よ
い
の
か
。

　
家
庭
用
と
企
業
・
事
業

所
の
件
数
の
割
合
が
９
対
１

で
あ
る
。
費
用
ベ
ー
ス
で
は

基
本
料
金
、従
量
制
の
関
係
で

一
概
に
９
対
１
に
な
ら
な
い
。

家
庭
用
は
75
％
、
企
業
・
事

業
所
は
25
％
の
割
合
に
な
る
。

スマート農業・自動農薬散布機（ドローン）

給
付
金
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
現
在
の
高
校
１
年

生
ま
で
が
対
象
な
の
か
。

　

国
の
給
付
金
と
同
じ

く
、
４
月
以
降
高
校
生
に

な
っ
た
人
は
対
象
に
な
っ
て

い
る
。

　
国
と
市
の
子
育
て
世
帯

へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支

給
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
国
の
給
付
金
は
６
月
下

旬
、
市
の
給
付
金
は
７
月
下

旬
を
目
指
し
て
い
る
。

広報あかいわ（令和２年８月号）
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委員会のうごき

６
月
17
日
厚
生
常
任
委
員
会
を
行
っ
た
。

議
案
３
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

厚 生
常任委員会

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

傷
病
手
当
金
は
、
最
長
１
年
６
カ

月
ま
で
受
け
ら
れ
る
と
思
う
が
、
適
用

期
間
が
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
整
合
性
に

つ
い
て
説
明
を
。

　

適
用
期
間
内
に
申
請
し
た
人
は
、

９
月
30
日
以
降
も
引
き
続
き
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

９
月
30
日
以
降
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
場
合
は
適
用
さ
れ
な
い

の
か
。

　

今
回
は
９
月
30
日
ま
で
と
国
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
が
、
延
長
さ
れ
る
可
能

性
は
あ
る
。

　

給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

人
は
大
半
が
社
会
保
険
だ
と
思
う
が
、

国
民
健
康
保
険
の
人
は
ど
れ
く
ら
い
い

る
の
か
。

　

給
与
収
入
の
あ
る
国
保
加
入
者
は

令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
３
３
５
９

人
、
全
体
の
36
％
で
あ
る
。

　

傷
病
手
当
金
の
対
象
に
事
業
主
を

補
正
予
算

入
れ
る
こ
と
は
検
討
し
な
い
の
か
。

　

事
業
主
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

経
済
産
業
省
か
ら
別
途
給
付
金
が
出
て

い
る
。
国
の
財
政
支
援
が
な
い
た
め
対

象
か
ら
外
し
て
い
る
。

　

こ
の
情
報
を
ど
う
い
う
形
で
告
知

し
て
い
く
の
か
。

　

広
報
あ
か
い
わ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
告
知
を
考
え
て
い
る
。

　

広
報
あ
か
い
わ
の
告
知
度
は
非
常

に
低
い
。
利
用
者
へ
の
通
知
な
ど
を
検

討
で
き
な
い
か
。

　

医
療
機
関
に
情
報
提
供
し
て
周
知

を
図
る
な
ど
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
た

い
。

　
市
長
が
月
に
何
回

か
レ
デ
ィ
オ
モ
モ
に
出

演
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
で
情
報
を
発

信
し
て
、
少
し
で
も
漏

れ
の
な
い
よ
う
に
対
応

し
て
ほ
し
い
が
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
に
つ
い
て
は
、
レ

デ
ィ
オ
モ
モ
等
も
使

い
、
広
く
告
知
し
て
い

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

傷
病
手
当
金
に
つ
い
て
、
２
人
分

で
積
算
し
て
い
る
が
、
他
の
自
治
体
も

こ
の
よ
う
に
予
算
化
し
て
い
る
の
か
。

　

各
自
治
体
で
積
算
額
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
今
後
、
必
要
が
あ
れ
ば
補
正

か
流
用
で
対
応
す
る
。

６
月
16
日
総
務
文
教
常

任
委
員
会
を
行
っ
た
。

議
案
３
件
及
び
請
願
２

件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

総務文教
常任委員会

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
つ
い
て
は
、

議
案
質
疑
が
な
か
っ
た
。

消防ポンプ自動車

市ホームページ

き
た
い
。

　
支
給
額
の
上
限
は
い
く
ら
か
。

　

１
日
当
た
り
３
万
８
８
７
円
で
あ

る
。
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委員会のうごき

　
同
様
に
扱
う
が
、
滞
納

整
理
に
つ
い
て
は
市
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
重
点
的

に
今
ま
で
以
上
に
進
め
て
い

く
。

　
水
道
会
計
に
留
保
資
金

は
な
か
っ
た
の
か
。

　
留
保
資
金
は
あ
る
。
し

か
し
、
留
保
資
金
は
施
設
の

老
朽
化
、
維
持
等
、
使
い
道

を
想
定
し
た
資
金
で
あ
る
た

め
、
今
回
は
市
民
の
生
活
支

援
、
事
業
者
の
支
援
と
い
う

こ
と
か
ら
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

　
３
億
３
５
０
０
万
円
の

う
ち
、
企
業
支
援
は
ど
の
程

度
な
の
か
。

　
件
数
ベ
ー
ス
で
約
１
割

で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第

２
波
、
３
波
に
向
け
て
、
減

免
措
置
は
ど
う
す
る
予
定
な

の
か
。

　
現
段
階
で
延
長
等
に
つ

い
て
は
言
い
に
く
い
が
、
第

１
陣
と
し
て
４
カ
月
減
免

し
、
今
後
は
協
議
し
な
が
ら

６
月
15
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
行
っ
た
。

議
案
１
件
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

産業建設
常任委員会

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　
一
般
会
計
か
ら
水
道
企

業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
に
つ

い
て
、
本
会
議
に
お
い
て
災

害
扱
い
で
問
題
な
い
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
対
策

は
災
害
認
定
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
令
和
２
年
５
月
19
日
付

で
厚
生
労
働
省
か
ら
財
政
支

援
に
つ
い
て
通
達
が
出
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
地
方

公
共
団
体
が
徴
収
す
る
水
道

料
金
を
は
じ
め
公
共
料
金
の

減
免
に
つ
い
て
、
一
般
会
計

か
ら
公
営
企
業
会
計
へ
の
繰

り
出
し
に
対
し
て
、
臨
時
交

付
金
の
対
象
と
す
る
旨
、
内

閣
府
地
方
創
生
推
進
室
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
関
係
は
、
災
害
復

旧
そ
の
他
特
別
な
事
由
が
あ

る
場
合
と
い
う
こ
と
で
災
害

染
拡
大
を
防
止
す
る
に
は
、

手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行
を

政
府
も
県
も
盛
ん
に
言
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
水
道
料
金

を
減
免
し
、
衛
生
管
理
を
徹

に
準
じ
た
対
応
と
い
う
認
識

で
あ
る
。

　
な
ぜ
水
道
料
金
の
減
免

を
す
る
の
か
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

底
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
で
あ
る
。

　
税
金
の
使
途
の
公
平
性

の
観
点
か
ら
、
減
免
を
す
る

の
で
あ
れ
ば
基
本
料
金
だ
け

で
い
い
の
で
は
な
い
の
か
。

今
回
の
計
画
で
は
、
企
業
・

事
業
所
の
水
道
料
金
に
つ
い

て
も
同
様
の
扱
い
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
水
道
の

使
用
で
利
益
に
つ
な
が
る
企

業
・
事
業
所
も
あ
る
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
。

　
市
内
の
水
道
の
普
及
率

は
99
％
以
上
で
あ
り
、
公
平

性
を
踏
ま
え
て
市
内
全
域
へ

の
生
活
支
援
策
と
し
て
全
額

免
除
と
し
た
。
企
業
の
支
援

も
行
政
の
施
策
で
重
要
な
こ

と
と
考
え
る
。
中
に
は
家
庭

用
、
営
業
用
の
仕
分
け
が
で

き
な
い
兼
用
住
宅
等
も
あ

る
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら

市
内
一
律
に
１
万
８
２
０
０

件
全
額
免
除
と
し
た
。

　
水
道
料
金
の
滞
納
者
も

同
様
の
扱
い
を
す
る
の
か
。

市
民
は
納
得
し
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

手洗いの様子

施
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
水
道
料
金
に
つ
い
て
、

検
針
票
に
減
免
さ
れ
る
額
を

表
示
す
る
な
ど
し
て
、
市
が

負
担
す
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
て
も
ら
う
べ
き
で
は
。

　
水
の
使
用
量
、
市
が
負

担
し
て
い
る
金
額
を
知
ら
せ

る
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
水
の
使
用
量
が
極
端
に

増
え
た
場
合
、
個
別
の
対
応

は
す
る
の
か
。

　
現
在
も
検
針
の
際
に
昨

年
度
と
比
較
し
て
明
ら
か
に

使
用
量
が
増
え
て
い
る
場
合

は
、
漏
水
の
可
能
性
等
も
あ

る
た
め
、
個
別
に
お
知
ら
せ

す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い

る
。
今
回
、
極
端
に
使
用
量

が
増
え
た
場
合
は
同
様
の
対

応
を
す
る
。

　
水
道
未
加
入
者
へ
の
対

応
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
毎
月
支
払
わ
れ
て
い
る

水
道
料
金
を
減
免
す
る
も
の

で
あ
り
、
給
付
金
の
趣
旨
で

は
な
い
。
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いっぱん質問

３
つ
の
施
策
を
考
え
、

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
く

問答 小
・
中
学
校
の

学
習
遅
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
は

佐藤　武議員

　
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

の
た
め
学
校
休
校
が
続
き
、

よ
う
や
く
５
月
21
日
か
ら
再

開
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
学
習
の
遅
れ
が
発
生
す

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
１　
学
習
の
遅
れ
に
つ

い
て
、
夏
季
休
業
期
間
の
縮

小
、
学
校
行
事
の
精
選
や
時

間
割
の
工
夫
に
よ
り
授
業
時

間
を
確
保
す
る
。

２　
校
長
会
と
連
携
し
、
赤

磐
市
学
力
保
障
部
会
を
す
で

に
立
ち
上
げ
、
授
業
の
進
め

方
や
家
庭
学
習
の
あ
り
方
に

つ
い
て
学
校
間
で
連
携
を
図

り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

保
障
を
確
実
に
進
め
て
い
る
。

３　
学
習
プ
リ
ン
ト
作
成
ソ

フ
ト
の
導
入
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
、
効
果
的
な
学
習
、

個
別
の
状
況
に
お
い
て
補
助

的
プ
リ
ン
ト
が
効
率
的
に
作

成
で
き
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
推
進
に
向
け
た
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
た
め
の
予
算
要

求
を
し
て
い
る
。

　
以
上
の
３
つ
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
学
力
保
障
部
会
の
具
体

的
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
。

　
学
校
長
を
ト
ッ
プ
と
し

て
、
市
内
小
中
学
校
の
枠
を

超
え
、
中
学
校
で
は
教
科
ご

と
、
小
学
校
で
は
学
年
ご
と

に
指
導
方
法
・
内
容
、
指
導

計
画
、
授
業
内
容
と
家
庭
学

習
の
つ
な
ぎ
方
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る
。

安
全
・
安
心

な
通
学
路
改

修
へ
の
取
り

組
み
を

　
河
本
地
内
通

学
路
は
側
溝
に
鉄

板
を
敷
い
た
通
学

路
で
非
常
に
狭

く
、
部
分
的
な
段

差
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
・

安
心
確
保
の
た
め
改
修
が
必

要
で
あ
る
。
段
差
解
消
だ
け

で
も
早
期
に
取
り
組
む
べ
き

だ
。

　
地
元
か
ら
の
要
望
、
安

全
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
関

係
者
と
協
議
し
な
が
ら
対
応

策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、

交
通
安
全
意
識
の
醸
成
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
見
守
り

活
動
の
継
続
支
援
等
の
取
り

組
み
も
進
め
て
い
く
。

河本地内の通学路段差

表紙のひとこと
　ひかり幼稚園の園児たちのお世話で見事に咲いたマリーゴールド。
　キク科の花で、鮮やかな黄色や橙色の花が長期間咲き、園児や保護者の目を楽しま
せています。
　マリーゴールドの花ことばは「変わらぬ愛」で、新型コロナウイルスの影響で沈み
がちな気分を和ませてくれています。

問質般一

市の考えを問う
10人の議員が登壇し市の考えをただしました。

一般質問のページは質問した議員本人の原稿に基づいています。
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いっぱん質問

問

問

答

答

コロナ対策中の
　　　　　避難の在り方は

高校誘致1000名の署名は

３密にならぬよう
　災害避難所を増設する

近いうちに
　　　届ける約束をした

大口浩志議員

永徳省二議員

る
よ
う
努
め
る
。
合
わ
せ
て

支
所
へ
応
援
の
人
員
を
送
る
。

　
（
各
種
、
検
討
中
の
も

の
を
）
混
乱
を
防
ぐ
た
め
早

め
に
決
定
し
、
周
知
で
き
な

い
か
。

　
早
急
に
準
備
し
、
周
知

を
図
る
。

　
県
会
議
員
や
国
会
議
員

と
の
相
談
は
し
て
い
る
の
か
。

　
ど
う
い
う
こ
と
か
理
解

に
苦
し
む
。
市
と
し
て
は
、

県
教
育
委
員
会
と
行
政
間
の

協
議
と
し
て
進
め
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
前
向
き
な
議
論

と
は
な
っ
て
な
い
が
、
議
会

議
員
に
無
理
難
題
を
持
ち
か

け
る
段
階
で
は
な
い
。

　
理
解
に
苦
し
む
と
い
う

答
弁
自
体
に
理
解
に
苦
し
む

し
、
多
く
の
市
民
は
理
解
に

苦
し
む
と
思
う
。

　
行
政
間
の
協
議
で
こ
れ

災
害
想
定
時
避
難
指

示
の
在
り
方
に
つ
い

て　
コ
ロ
ナ
対
策
中
の
現
状

を
踏
ま
え
、
避
難
に
対
す
る

指
針
は
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
中
も
ま
ず

は
避
難
。

　
災
害
対
策
に
関
す
る
指

針
は
。

　
旧
町
単
位
で
１
カ
所
ず

つ
の
避
難
所
を
２
カ
所
、
３

カ
所
と
増
や
し
、
避
難
者
の

分
散
を
図
り
、
３
密
を
防
げ

で
の
現
場
か
ら
の
状
況
報
告

な
ど
遠
隔
地
と
の
迅
速
な
情

報
共
有
が
可
能
と
な
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の

業
務
へ
の
活
用
方
法
も
広
が

り
、
業
務
効
率
の
向
上
が
期

待
で
き
る
。

教
育
委
員
会
組
織
に

つ
い
て

　
①
組
織
の
立
て
直
し
状

況
の
説
明
を
②
障
害
者
雇
用

基
準
を
満
た
し
て
い
る
の
か

③
青
少
年
相
談
員
の
選
定
基

準
は
。

　
①
市
議
会
議
員
を
含
め

外
部
か
ら
の
不
当
な
圧
力
と

し
て
、
不
当
要
求
、
業
務
強

要
、
利
益
供
与
な
ど
に
立
ち

向
か
う
市
と
し
て
の
体
制
が

必
要
②
１
名
欠
け
て
お
り
、

現
在
も
募
集
を
か
け
て
い
る

③
具
体
的
な
こ
の
要
件
・
基

準
は
な
い
。

が
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

難
問
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
市
長
は
、
自
ら
の
公
約

を
完
全
に
諦
め
た
の
か
。

　
公
約
は
諦
め
て
い
な
い
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い

て　
①
市
と
し
て
テ
レ
ワ
ー

ク
、
在
宅
勤
務
を
推
進
し
な

い
の
か
②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
モ
バ
イ
ル
端
末
導
入
の

検
討
は
。

　
①
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面

や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に

対
応
す
る
設
備
整
備
に
係
る

時
間
や
経
費
な
ど
を
勘
案
し

た
中
で
、
在
宅
勤
務
は
行

わ
ず
、
分
散

勤
務
と
し
て

対
応
す
る
②

導
入
の
準
備

を
進
め
て
い

る
。
こ
れ
に

よ
り
ウ
エ
ブ

会
議
、
画
像

市
営
住
宅
に
つ
い
て

　
現
状
は
。

　
空
き
家
（
使
用
可
能
な

も
の
）
が
26
戸
で
あ
る
。

　
災
害
時
即
時
対
応
は
可

能
か
。

　
６
戸
は
可
能
。

　
避
難
所
と
し
て
も
使
え

る
の
は
６
戸
と
理
解
す
る

が
、
残
り
の
20
戸
も
即
時
対

応
可
能
と
な
る
よ
う
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
で

き
な
い
か
。

　
ス
ピ
ー
ド
感
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
展
開
し
て
い
く
。

高校誘致・署名の表紙

水防訓練の様子
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いっぱん質問

問

答

新型コロナウイルス対策支援を
　　　　高齢者まで広げないか
適切な時期に適切な支援を
　　　　　　　施していく

問

答

水道料金の免除など
　　　　　市民負担の軽減を
水道料金を６月分より
　　　４カ月分全額減免に

福木京子議員

佐々木雄司議員

中
学
校
の
夏
休
み
授
業
日
の

給
食
費
免
除
お
よ
び
就
学
援

助
費
の
給
食
支
給
の
補
助
と

し
て
１
食
当
た
り
５
０
０
円

の
補
助
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
子
育
て
世
帯
へ
児
童
手

当
を
受
給
す
る
世
帯
に
対
し

国
の
１
人
当
た
り
１
万
円
給

付
に
市
独
自
施
策
と
し
て
、

２
万
円
上
乗
せ
す
る
。

農
業
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　
中
小
企
業
や
事
業
者
に

対
し
て
市
独
自
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
農
業
者
に

も
支
援
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
ど
の
品
種
に
ど
の
程
度

の
影
響
が
出
る
か
今
後
、
引

き
続
き
注
視
し
て
状
況
の
把

握
に
努
め
る
。

　
子
育
て
家
庭
や
民
間
企

業
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
支
援
は
国
の
支
援
に

加
え
、
市
独
自
の
支
援
と
い

う
形
で
二
重
の
支
援
策
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
支
援

は
国
だ
け
の
支
援
と
な
っ
て

お
り
、
市
独
自
の
支
援
が
な

い
。
特
別
な
事
情
を
抱
え
る

と
い
う
点
で
は
子
育
て
家
庭

と
同
様
だ
と
感
じ
る
が
支
援

が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

方
を
奨
励
し
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
、
一
部
の

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
々
に
支

援
が
届
か
な
い
の
は
い
か
が

な
も
の
か
。
今
後
ど
う
す
る

の
か
。

　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

税
務
署
に
対
し
事
業
所
得
の

申
告
の
あ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

を
含
む
個
人
事
業
主
ま
で
を

対
象
と
し
て
い
る
。
今
後
、

国
の
方
針
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
と
い
う
こ
と
は
今
後
、

対
象
が
広
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
か
。

　
実
態
を
踏
ま
え
、
判
断

し
て
い
き
た
い
。

は
、
保
護
者
の
声
を
伺
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
に
は
支
援
し
、
一

方
に
は
支
援
し
な
い
と
い
う

の
は
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
の
で

は
な
い
か
。

　
支
援
を
し
な
い
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
適

切
な
時
期
に
適
切
な
支
援
を

施
し
て
い
き
た
い
。

開
業
届
を
行
っ
て
い

な
い
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
人
々
ま
で
支
援
を

広
げ
て
は
ど
う
か

　
現
在
、
国
の
制

度（
持
続
化
給
付
金
）

に
お
い
て
は
、
給
与

所
得
や
雑
所
得
の
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
々

ま
で
対
象
を
広
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。
市

で
は
、
子
育
て
家
庭

の
新
し
い
働
き
方
と

い
う
観
点
で
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
と
い
う
働
き

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
収
入
減

に
な
っ
た
世
帯
に
対
し
、
水

道
料
金
の
免
除
や
国
保
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
、
介
護

保
険
、
固
定
資
産
税
な
ど
減

免
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
水
道
料
金
は
、
６
月
分

よ
り
４
カ
月
分
全
額
減
免
に
。

国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
等
は
国
の
基
準
に
合
わ
せ

減
免
規
定
の
準
備
中
。
地
方

税
で
、
納
税
の
困
難
に
な
っ

た
人
に
対
し
、
徴
収
猶
予
の

特
例
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

生
活
福
祉
資
金
に
つ

い
て

　
休
業
し
た
人
の
緊
急
小

口
資
金
、
失
業
し
た
人
の
総

合
支
援
資
金
貸
付
に
つ
い
て

３
％
の
延
滞
金
が
つ
く
項
目

が
あ
る
。
国
に
な
く
す
よ
う

要
望
す
る
こ
と
、
そ
の
間
、

市
独
自
で
支
援
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
延
滞
金
３
％
に
つ
い
て

は
、
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議

会
の
実
施
要
綱
で
定
め
ら
れ

て
い
る
。
市
独
自
の
支
援
は

メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
検

討
は
必
要
と
考
え
る
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
は

　
近
隣
の
自
治
体
で
は
、

い
ち
早
く
子
ど
も
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
赤
磐
市
も

今
回
予
算
が
出
て
い
る
が
ど

う
い
う
内
容
か
。

　
市
独
自
の
施
策
は
、
小

学校給食の様子
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いっぱん質問

問

問

答

答

市役所本庁舎の整備は
　　　　　耐震改修なのか

赤磐市地域防災計画に
　　感染症対策が必要だが

市発足時の方針と
財政面を考え耐震改修で

基本的な方針は定めている

光成良充議員

保田　守議員

上
に
向
け
た
改
修
を
行
う
。

　
整
備
に
か
か
る
費
用
の

財
源
と
そ
れ
を
使
う
根
拠
は
。

　
庁
舎
改
修
に
要
す
る
費

用
は
合
併
特
例
債
の
枠
内
を

予
定
し
て
い
る
。
新
築
の
場

合
枠
内
で
収
め
ら
れ
ず
市
単

独
で
予
算
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
場
合
、
市
の
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り

単
独
費
で
の
他
の
事
業
が
犠

牲
に
な
る
事
に
な
る
。

　
市
財
政
の
健
全
化
が
非
常

に
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
も

公
共
施
設
を
有
効
に
活
用
し

適
正
化
す
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
、
市
民
に
不
安
な
く
生

活
に
豊
か
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
市
政
運
営
を
行
う
。

　
改
修
に
か
け
る
期
間
は

い
つ
ま
で
と
考
え
て
い
る
の

か
。

　
合
併
特
例
債
の
活
用
期

限
の
令
和
６
年
度
末
の
事
業

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
防
災
計
画
の
中
に
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
細
菌
感
染

症
対
策
が
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
こ
の
防
災
計
画
の
中
に

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
原
発
事
故
が
起
き
た

と
き
の
対
応
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
よ
う
な
感
染
症
に
対
し
て

は
、
平
成
26
年
11
月
に
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動

計
画
を
国
・
都
道
府
県
・
市

町
村
で
定
め
て
い
る
。

　
市
に
お
い
て
も
、
し
っ
か

　
市
本
庁
舎
の
整
備
は
新

築
、
耐
震
改
修
と
複
数
の
案

が
考
え
ら
れ
る
が
市
長
の
考

え
と
そ
の
案
に
至
っ
た
経

緯
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

　
市
発
足
時
に
策
定
し
た

新
市
建
設
計
画
で
、「
旧
山

陽
町
役
場
庁
舎
を
活
用
す

る
」
と
方
針
決
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
で
の
本
市
の
予
想
震
度

で
は
強
度
不
足
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
の
で
、
現
庁
舎
の
耐

震
改
修
を
施
し
、
防
災
機
能

の
強
化
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

し
た
ら
ど
う
か
。
３
密
の
な

い
最
高
の
仮
設
住
宅
と
し
て

使
用
で
き
る
。
県
と
協
議
し

て
、
今
後
起
こ
り
う
る
災
害

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
だ
が
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
解
雇
な
ど
に
よ
り
、
住
居

の
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

人
が
一
時
的
な
住
宅
と
し
て

使
用
で
き
る
よ
う
に
県
営
住

宅
が
供
給
さ
れ
る
な
ど
の
対

策
が
講
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
今
後
感
染
予
防

の
住
宅
政
策
の
動
向
に
つ
い

て
は
県
と
情
報
を
共
有
し
て

準
備
し
て
い
く
。

り
対
応
し
て
い
く
。
原
発
事

故
に
つ
い
て
は
、
避
難
者
の

受
け
入
れ
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。

　
災
害
時
に
今
ま
で
ど
お

り
に
１
カ
所
へ
避
難
す
る
の

で
は
な
く
、
例
え
ば
車
を
避

難
所
と
し
て
使
う
・
友
人
の

所
へ
避
難
す
る
・
家
の
中
で

安
全
な
部
屋
に
い
る
、
な
ど

３
密
を
防
ぐ
た
め
に
マ
ル
チ

避
難
方
法
が
必
要
で
は
な
い

か
。
市
民
の
求
め
る
避
難
方

法
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
市
民
の
求
め

る
避
難
方
法
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

　
市
民
の
声
を
聴
く

こ
と
は
大
切
だ
と
思

う
。
提
案
も
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
を
進
め
る
。

　
一
時
的
な
避
難
の

後
、
大
き
な
災
害
を
受

け
た
人
を
受
け
入
れ
る

施
設
と
し
て
、
県
営
住

宅
の
空
き
部
屋
を
整
備

感
染
症
に
便
乗
し
て
給
付
金

を
狙
い
新
た
な
手
口
で
の
特

殊
詐
欺
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
高
齢
者
が
詐
欺
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
喚
起

を
市
は
こ
れ
ま
で
ど
う
取
り

組
み
、
今
後
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

　
広
報
あ
か
い
わ
、
防
災

無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
３

月
に
開
局
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
で
も
市
か
ら
の
広

報
と
し
て
、
特
殊
詐
欺
対
策

を
強
く
呼
び
か
け
を
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
３
密
に
気
を

付
け
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

て
、
現
在
休
止
中
の
消
費
生

活
講
座
な
ど
の
出
前
講
座

で
、
幅
広
く
特
殊
詐
欺
対
策

の
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

県営住宅

市役所本庁舎改修後の外観イメージ
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いっぱん質問

問

答

市の要綱を守らないと
　　　法令順守違反になるが
職員の判断で
要綱の記録票は作成されている

問

答

サポカー補助金の
　　　現在までの申請状況は
12件の申請を受け付け
　　引き続き啓発していく

大森進次議員

原田素代議員

　
市
道
の
街
路
樹
に
つ
い

て
、
季
節
に
応
じ
た
段
階
で

適
正
管
理
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
街
路
樹
は
季
節
感
が
味

わ
え
る
良
好
な
都
市
景
観
の

形
成
や
、
緑
の
陰
、
木
陰
の

提
供
、
大
気
の
浄
化
、
火
災

の
延
焼
防
止
な
ど
の
機
能
が

あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
重
要

な
要
素
と
し
て
不
可
欠
な
存

在
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
新
植
後
、
か
な

り
の
年
数
が
経
過
し
、
老
木

化
、
大
木
化
し
、
危
険
木
と

な
る
も
の
が
あ
る
の
で
定
期

的
な
巡
回
で
良
好
な
育
成
が

期
待
で
き
る
よ
う
、
樹
種
の

変
更
、
間
伐
、
剪
定
な
ど
、

適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
く
。

　
要
綱
に
定
め
ら
れ
て
い

る
「
職
員
は
対
応
記
録
票
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
決
ま
り
を
職
員
に
徹
底

し
な
い
の
か
。

　
職
員
の
判
断
が
作
成
す

る
基
準
に
な
っ
て
お
り
、
把

握
も
指
示
も
し
て
い
な
い
。

　
要
綱
に
は
「
対
応
記
録

票
を
作
成
し
、
報
告
す
る
も

の
」
と
あ
る
の
に
職
員
の
判

断
に
丸
投
げ
で
は
、
市
長
は

法
令
順
守
違
反
に
な
る
が
。

　
確
か
に
対
応
記
録
票
を

ト
で
詳
細
の
説
明
を
求
め
た

ら
「
具
体
的
に
話
す
と
議
員

か
ら
の
報
復
の
恐
怖
が
あ

り
、
職
員
が
拒
否
し
た
」
と

言
わ
れ
る
が
、「
夜
中
に
居

酒
屋
に
誘
わ
れ
た
と
か
、
２

次
会
、
３
次
会
ま
で
引
っ
張

ら
れ
た
と
か
」
こ
れ
ら
は
、

対
応
記
録
票
を
作
成
す
る
内

容
で
は
な
い
か
。

　
パ
ワ
ハ
ラ
を
通
り
越
し

て
恐
喝
に
近
い
内
容
も
あ

る
。
職
員
の
報
復
を
恐
れ
る

恐
怖
を
無
視
で
き
な
い
。

　
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
い
う
認
識
は
あ
る
の
か
。

　
看
過
で
き
な
い
大
変
な

こ
と
で
あ
り
、
効
果
の
あ
る

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

作
成
す
れ
ば
有
効
だ
が
、
判

断
で
き
る
職
員
を
育
て
る
こ

と
が
責
任
だ
と
思
う
。

　
３
月
議
会
で
「
原
田
議

員
に
も
責
任
が
あ
る
」
と
の

発
言
の
説
明
を
。

　
あ
な
た
１
人
の
責
任
と

い
う
意
味
で
は
な
い
。

　
そ
れ
な
ら
発
言
を
取
り

消
し
て
ほ
し
い
が
。

　
訂
正
す
る
場
所
は
な
い
。

　
今
回
の
事
件
は
、
会
計

課
の
チ
ェ
ッ
ク
が
機

能
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
現
場
の
職

員
が
「
度
々
ミ
ス
が

あ
っ
た
が
、
一
度
も

注
意
を
受
け
な
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い
る

が
。

　
公
金
の
支
出
は

チ
ェ
ッ
ク
の
厳
格
化

を
指
示
し
て
い
く
。

　
職
員
へ
の
議
員

の
苦
情
の
ア
ン
ケ
ー

　
令
和
２
年
４
月
１
日
よ

り
実
施
し
て
い
る
こ
の
補
助

金
制
度
の
現
在
ま
で
の
申
請

状
況
、
補
助
し
た
件
数
、
金

額
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て

い
る
か
。

　
現
在
ま
で
に
12
件
の
申

請
が
あ
り
、
総
額
で
36
万
７

０
０
０
円
の
補
助
金
を
決
定

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
５
件

は
装
置
の
取
り
付
け
を
完
了

し
、
支
払
い
済
み
ま
た
は
支

払
い
手
続
を
行
っ
て
い
る
。

　
市
の
補
助
金
は
、
国
か

ら
の
補
助
金
を
引
い
た
後
、

３
分
の
２
以
内
、
10
万
円
が

上
限
だ
が
個
人
の
持
ち
出
し

は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
ま
た
、
申
請
か
ら
交
付
ま

で
の
決
定
通
知
と
実
績
報
告

書
を
提
出
し
て
か
ら
補
助
金

が
振
り
込
ま
れ
る
ま
で
、
ど

の
く
ら
い
の
日
数
を
要
す
る

の
か
。

　
８
０
０
０
円
か
ら
２
万

円
程
度
の
個
人
負
担
と
な
っ

て
い
る
。

　
申
請
か
ら
交
付
決
定
ま
で

に
は
１
週
間
程
度
、
装
置
取

り
付
け
後
、
実
績
報
告
書
を

提
出
し
て
か
ら
入
金
ま
で
に

３
週
間
程
度
要
し
て
い
る
。

　
新
車
を
購
入
し
た
場
合

の
対
応
は
。

　
新
車
を
購
入
し
、
後
付

け
で
装
置
を
取
り
付
け
た
場

合
、
本
市
の
補
助
対
象
と
な

る
。
た
だ
し
、
装
備
が
標
準

装
備
の
場
合
は
、
市
の
補
助

対
象
に
な
ら
な
い
。

市役所本庁舎

市道の街路樹
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いっぱん質問

問

答

桃やブドウ農家等の支援は

必要に応じて、
適切で的確な対策をする

治徳義明議員

　
国
は
、
事
業
規
模
２
３

０
兆
円
を
超
え
る
コ
ロ
ナ
対

策
を
行
っ
て
い
る
。
市
も
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ
れ
ら

を
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
加
え
て
、
市
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
独
自
の
積
極
的

な
取
り
組
み
も
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
桃
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
農

家
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
市

場
価
格
の
下
落
や
需
要
減
の

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
桃
や

ブ
ド
ウ
等
の
特
産
品
を
守
る

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
市
で
は
、
約
７
割
減
少

で
あ
る
。
観
光
と
い
う
人
の

動
き
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
の
大
き
さ
を
改
め
て
実

感
し
て
い
る
。
国
、
県
の
動

向
を
注
視
し
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
準
備
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
が
長
期
化
す
る

中
、
児
童
虐
待
が
潜
在
化
、

深
刻
化
し
て
い
る
と
の
指
摘

が
あ
る
。
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
相
談
体
制
の
充
実
②
市

独
自
の
児
童
虐
待
防
止
条
例

の
制
定
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
相
談
支
援
体
制
を
整
備

し
、
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
に
よ

る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
対
応
す
る
。
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
は
大
変
有
効
で
あ
る
。

県
に
導
入
を
働
き
か
け
る
②

「
要
保
護
児
童
地
域
対
策
協

議
会
」の
中
で
、専
門
家
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

こ
と
は
、
赤
磐
ブ
ラ
ン
ド
を

守
る
こ
と
で
あ
る
。「
が
ん

ば
ろ
う
赤
磐
コ
ロ
ナ
対
策
持

続
化
給
付
金
」
の
対
象
を
農

業
者
ま
で
広
げ
る
べ
き
で

は
。
ま
た
、
こ
の
給
付
金
で

の
対
象
拡
大
が
難
し
い
の
で

あ
れ
ば
、
別
の
制
度
を
創
っ

て
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
農

家
を
守
っ
て
い
く
べ
き
と
考

え
る
が
。

　
状
況
の
把
握
に
努
め
、

必
要
に
応
じ
て
、
適
切
で
的

確
な
対
策
が
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
く
。

　

特
産
品
の
販
路
拡
大

は
、
重
要
課
題
で
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
販
路
拡
大
は
、
今
こ
こ

で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
ひ
と

つ
で
あ
る
。

　
地
域
活
性
化
の
推
進
力

と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る
観

光
関
連
事
業
が
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
。
現

桃畑の防蛾灯の風景

議員と意見交換しませんか！（議会報告＆懇談会）
今年も「議会報告＆懇談会」を開催します。
皆様のご参加をお待ちしております。
　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次のことにご協力をお願いします。
１　マスクを必ず着用してください。
２ 　当日は来場される前に必ず検温してきてください。発熱または体調不良（風邪の症状・

だるい、咳が出る等）の症状がある場合は、参加をご遠慮願います。
３　会場に設置している消毒液を利用し、手指の消毒を徹底してください。

今後の新型コロナウイルス感染症の状況により、中止・延期の場合があります。

10月30日（金）

①赤磐市吉井支所　午後１時30分～

②赤磐市立赤坂健康管理センター　午後７時～

③桜が丘いきいき交流センター　午後７時～

10月31日（土）

①赤磐市立中央公民館　午後１時30分～

②くまやまふれあいセンター　午後１時30分～

③赤磐市立山陽公民館　午後７時～
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百条委員会中間報告

公金支出及び公文書改ざん等
調査特別委員会中間報告

１調査の目的
　本委員会は、以下の項目について調査することを目的に、令和元年12月定例会におい
て設置されました。
① 赤磐市監査委員作成の令和元年８月28日付けの ｢ 議会の請求に基づく監査報告書 ｣ 及
び、赤磐市教育長作成の令和元年８月29日付けの「教育委員会における臨時職員の任
用等に関する調査報告書について（報告）」に記載された事項と、赤磐市議会議長作成
の令和元年11月11日付けの「聞取り報告書」に記載された令和元年10月24日に北川議
員から聴取した事項との齟齬についての事実確認

② 「教育委員会における臨時職員の任用等に関する調査報告書について（報告）」５頁の「第
２調査結果」に、「平成30年11月上旬、任用通知書を作り直しました」と記載されてい
る「作り直し前の任用通知書」（以下「旧任用通知書」）と「作り直された後の任用通知
書」（以下「新任用通知書」）に関し、

　 （１） 「旧任用通知書」のパソコンデータの保管状況、「旧任用通知書」の枚数、破棄を
指示した者、破棄の目的、破棄するに至った経緯、破棄の日時、破棄の方法、実
際に破棄を行った者、破棄に関与した者（議員を含む）

　 （２） 「旧任用通知書」に記載された臨時職員に支払われる賃金額と「新任用通知書」
に記載された臨時職員に支払われる賃金額につき臨時職員ごとの差額並びにその
総額

　 （３） 任用通知書等の作り直しにより被った赤磐市の損害の有無と損害額、任用通知書
等の作り直しにより利得した者の有無とその利得額

　 （４） 市の臨時職員（運転手）に対する臨時職員ごとに支払われた給与の振込の日時、
同各振込金額、同各給与の明細（源泉徴収税等）、同各振込先銀行口座

　 （５） 臨時職員が給与の一部または全部を北川議員ないしは当該議員の関連団体に支払
われたことの有無、有りとすればその支払い日、支払金額、支払方法およびその
使途

③その他関連事項

２調査経過の概要
　委員会設置後、委員会開催準備のための打ち合わせ会を本日までに18回開催するとと
もに、委員会を14回開催いたしました。
　今回は、このうち令和２年３月24日以降の活動経過についてご報告いたします。

〈概　要〉
第８回　３月25日
　３人の証人に尋問を行いました。
　 森川証人（当時学校給食センター主査）に対しては、予備要員の臨時職員の任用手続き、
賃金の支払い手続き等について

　 久山証人（当時学校給食センター所長）に対しては、予備要員の臨時職員の任用に至っ
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百条委員会中間報告

た経緯、任用手続き、賃金の支払い等について
　 安本証人（当時教育総務課長）に対しては、臨時職員の任用に至る経緯、臨時職員の賃
金、予備要員の臨時職員を任用するに至った経緯、予備要員の臨時職員の賃金、文書の
作り直し等について

　尋問を行いました。
　 また、６人の関係者に証人※として４月８日開催の委員会に出頭を求め、尋問を行うこ
とを決定いたしました。
第９回　４月８日
　 出頭要求していた坂本証人（当時臨時職員の運転手）から病気のため欠席の申し出があ
り、５人の証人に尋問を行いました。

　 井上証人、松村証人、山田証人、藤本証人（当時臨時職員の運転手）に対しては、臨時
職員として任用されることになった経緯、賃金、運転手組合、北川議員への金銭の支払
い等について

　 川原証人（当時臨時職員の事務員）に対しては、臨時職員として任用されることになっ
た経緯、賃金、勤務内容、運転手組合、北川議員への金銭の支払い等について

　尋問を行いました。
　 また、２人の関係者に証人※として４月20日開催の委員会に出頭を求め、尋問を行うこ
とを決定いたしました。
第10回　４月20日
　２人の証人に尋問を行いました。
　 倉迫証人（当時副市長）に対しては、北川議員への聞き取り報告書に記載されている内
容の確認、吉井観光バス株式会社（以下「吉井観光」という）との契約解除にかかる業
務調整の内容、北川議員との調整の内容等について

　 作間証人（当時総合政策部長）に対しては、北川議員への聞き取り報告書に記載されて
いる内容の確認、吉井観光との契約解除にかかる業務調整の内容等について

　尋問を行いました。
　 また、２人の関係者に証人※として５月12日開催の委員会に出頭を求め、尋問を行うこ
とを決定いたしました。
第11回　５月12日
　２人の証人に尋問を行いました。
　 杉本証人（当時予備要員の臨時職員）に対しては、臨時職員として任用されることになっ
た経緯、賃金、北川議員からの金銭の要求、パワハラ等について

　 津田証人（当時総務課主幹）に対しては、臨時職員６人への既払いの賃金の取扱いにつ
いての起案、パワハラ等について尋問を行いました。

　 また、２人の関係者に証人※として５月21 日開催の委員会に出頭を求め、尋問を行う
ことを決定いたしました。
第12回　５月21日
　 藤井証人（当時教育次長）に対しては、臨時職員の任用に至る経緯、賃金、任用手続き、
予備要員の臨時職員の任用に至った経緯、賃金、任用手続き、予備要員の臨時職員から
の賃金の返還、文書の作り直し等について

　 北川証人（市議会議員）に対しては、令和元年11月11日付け聞取り報告書の内容、こ
れまでの証人の証言と齟齬があると思われる部分等について尋問を行いました。
第13回　６月11日
　 北川議員、オクデヤ運送株式会社、松村氏に対し、地方自治法第100条第１項の規定に
基づく記録の提出請求を行いました。
第14回　６月23日
　中間報告の内容について、協議いたしました。
　 また、２人の関係者に証人※として７月８日開催の委員会に出頭を求め、尋問を行うこ
とを決定いたしました。
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３認定できる事実
　（これまでの調査において、認定できる事実として、証人喚問の結果から概ね一致した
事実の概要）
　平成30年５月10日、市から市民バスとスクールバスの運行を委託していた吉井観光の
経営状況の悪化を受けて、倉迫元副市長、教育委員会、総合政策部の担当者を交えて協議
が行われました。これを受けて、倉迫元副市長は同日、北川議員に電話連絡を行いました。
　同月11日、吉井地域スクールバス及び給食配送車運転業務を委託していた吉井観光の
経営が立ち行かなくなり、契約解除した後の吉井地域のスクールバス及び給食配送車の運
行について、倉迫副市長、作間総合政策部長、藤井教育次長、業務を所管している総務文
教常任委員長である北川議員で話し合いを行いました。その中で、北川議員から吉井観光
の運転手で組合を作り、市が組合に委託するという提案がありました。
　同月21日、市長から組合に委託するのではなく、直接雇用するよう指示があり、藤井
教育次長らが北川議員に直接雇用の意思を伝えるが、北川議員は組合に固執しており、直
接雇用を受け入れませんでした。
　同月24日、藤井教育次長と安本教育総務課長は、北川議員に市としては臨時職員とし
て直接雇用するが、臨時職員同士で組合を作るのは自由であり、光熱水費や電話代など、
必要があれば組合の取り決めの中で負担してもらうことができる、という提案をし、市が
直接雇用することになりました。
　臨時職員の賃金は北川議員が個々の賃金額を依頼し、最終的に藤井教育次長が決定しま
した。
　最初の５月分の賃金の支払いについて、北川議員は藤井教育次長に通常の支払日よりも
早めに賃金を支払うよう依頼していました。
　藤井教育次長は、スクールバスの予備要員について北川議員に相談していました。
　北川議員は同年６月９日、10日に予備要員の臨時職員に対し、給食配送の予備要員の
仕事を紹介しました。
　北川議員は、同月11日頃、藤井教育次長に給食配送の予備要員を紹介し、予備要員の
賃金について臨時職員の運転手のうちの１人の賃金を８万円減らしたので、その８万円で
雇用するように藤井教育次長に言いました。
　藤井教育次長は、給食配送の予備要員の必要性は低いが、日ごろから北川議員に恐怖心
を持っており、北川議員からの紹介を断ると教育委員会の業務に支障が出るのではないか
と思い、断ることができず、要望通り給食配送の予備要員を雇用することになりました。
その後、藤井教育次長が久山学校給食センター所長、安本教育総務課長に指示をして、任
用手続を進めました。
　運転手らに対しては、小学校が休みであり、給食もない８月についても賃金を支払って
いました。このことについては、人材確保のためという理由で藤井教育次長は安本教育総
務課長に指示し、安本教育総務課長が久山学校給食センター所長に支払いを指示しました。
勤務実態がないのに賃金を支払っていたことについては、久山学校給食センター所長は勤
務実態がないことを知っていましたが上司に報告していませんでした。藤井教育次長は勤
務実態を確認していませんでした。
　市が直接雇用した臨時職員（運転手及び事務員）には、市からの直接雇用となるという
話は、教育委員会の職員からありました。臨時職員になるに当たっての承諾書については、
氏名を記入し、押印をした記憶がある臨時職員と，全く記憶にない臨時職員とがいました。
任用通知書は、届いていないという臨時職員がいました。
　賃金について、数人の臨時職員が北川議員の事務所に集められ、北川議員から事務所費
の支払いを求められ、断ると、賃金が下げられ、その後教育委員会から計算が間違ってい
たと言われ、下げられた賃金に修正された臨時職員がいました。雇用の際に賃金額の要望
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百条委員会中間報告

をした臨時職員はいませんでした。
　臨時職員のうちの数名は、北川議員に事務所費として数万円ずつ支払っていました。そ
れぞれの金額を合計すると数十万円に及びます。北川議員も受領を認めています。
　運転手組合が作られていたと答えた臨時職員はいませんでした。
　予備要員として任用された臨時職員は契約期間中、業務に就いたことはありませんでし
た。
　北川議員と教育委員会は、予備要員の臨時職員に正確な業務内容の説明をしておらず、
この職員が以前から他の仕事に就いていることを知っていました。
　予備要員の臨時職員は、北川議員にお金を貸していました。
　北川議員は、予備要員の臨時職員に賃金の半分を支払うように言い、この臨時職員は仕
事の紹介へのお礼という趣旨で北川議員に合計19万円支払っていました。その後、北川
議員から全額返還されました。
　公文書の改ざんについては、同年11月上旬、会計課が賃金の支出命令に月給の根拠が
ないと指摘し、安本教育総務課長が教育総務課職員に指示し、賃金が時給のみの記載になっ
ていた臨時職員の任用通知書に月給の記載をさせました。
　平成31年３月末ごろ、予備要員の臨時職員から賃金返還の申し出があり、事務処理を
確認する中で記載漏れ等があり、藤井教育次長、安本教育総務課長、久山学校給食センター
所長で協議した結果、賃金について月額の記載漏れを補正するよう藤井教育次長が安本教
育総務課長に指示し、安本教育総務課長が担当職員に指示しました。改ざん前の書類は、
スクールバス関係は破棄し、給食配送の予備要員の関係は残っています。
　なお、公金支出に関し、北川議員についても証人として喚問しましたが、上記の供述内
容とは一致しない点が散見されました。

４今後の検討
　今回の問題に関しましては、住民の方々の関心が非常に強く、この間の調査、審査の経
過をお伝えするべく、２回目の中間報告をさせていただきました。
　現在、委員会では、保管記録、提出いただいた資料、証人の発言をもとに、事実関係な
どの整理を行っています。今後も引き続き調査を進め、本事案の真相を明らかにするとと
もに、再発防止策の検討を行っていきます。

※地方自治法第100条第１項の規定に基づく証人

ハラスメント調査特別委員会を設置
　令和２年６月議会定例会において、ハラスメント調査特別委員会の設置
を可決しました。
　同日に委員会を開き、委員長に佐藤武議員、副委員長に松田勲議員を選
出しました。
　今後は、市役所本庁舎清掃業務受託者と行本議員から聞き取り調査を
行っていきます。
　９月議会定例会最終日に調査結果を報告できるよう協議を進めていきま
す。
※ 特別委員会設置の目的については、６ページの「発議第９号　ハラスメ

ント調査特別委員会の設置についての要旨」をご覧ください。

役 職 名 委 員 氏 名
委 員 長 佐藤　　武
副委員長 松田　　勲
委　　員 福木　京子

〃 光成　良充
〃 大森　進次
〃 永徳　省二
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～ 議会改革に向けて ～

　議会改革検討委員会では、議会改革の取り組みとして「議長から諮問された検討項目、委員会が
必要と考える項目」についての調査研究を行っています。
　６月26日に議長から諮問された「ハラスメントの防止策について」の答申書を議長に提出しました。

諮問内容
　市長が市職員に全庁的に調査を実施した
結果として「議員から業務執行の上で不適
正な行為を受けた」等の回答があった。
　これを受け、令和２年３月第１回赤磐市
議会定例会において、「赤磐市議会議員のハ
ラスメント根絶に関する決議案」が提出さ
れ可決された。
　ハラスメントは、個人の尊厳を不当に傷
つける許されない行為であり、市職員がそ
の能力を十分に発揮することを妨げるもの
である。さらには、市民サービスを低下さ
せるとともに、市民からの信用、信頼を失
することとなる大変重要な問題であり、早
急に防止策に取り組む必要がある。ついて
は、すべてのハラスメントの根絶を目指し
て、防止策について調査検討されたい。

　ハラスメント発生の原因として、議員としての、自
覚のなさ、倫理観の欠如、特権意識を持っている等、
議員各々の意識の持ち方に問題があるのではないかと
いう事があげられる。
　ついては、ハラスメント防止策として、ハラスメン
ト防止への知識習得及び意識醸成を目的とした研修の
実施が必要であると考える。
　また、諮問の「主な諮問理由」にあげられていると
おり、ハラスメントは、「個人の尊厳を不当に傷つけ
る許されない行為であり、市職員がその能力を十分に
発揮することを妨げるものである。さらには、市民サー
ビスを低下させるとともに、市民からの信用、信頼を
失することとなる大変重要な問題」であり、その防止
には不断の努力を傾注する必要がある。
　ついては、令和２年３月定例会における、「赤磐市
議会議員のハラスメント根絶に関する決議」にあると
おり、再度、市民の代表者として、自らの役割を深く
自覚し市民に信頼される議会および議員であることを
決意するとともに、議会として、議長、副議長を中心
に継続的に防止策に取り組み、逸脱する議員に対して
は責任を持って対処すべきである。

「ハラスメントの防止策について」

議 会 改 革 検 討 委 員 会

議長からの諮問 答申書の内容


